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『 礼 輪 笑 活（れいわしょうかつ） 』 令和元年６月１８日

先週の１４日（金）、開校を記念して「湯梨浜でクラッシックを聴く会」が行われました。バ
イオリンとチェロのデュオコンサートで大変すばらしいコンサートでした。蒸し暑い午後の体
育館の中での演奏会でしたが、プロの熱演に応えて全校生徒はとても反応やきまりもよく鑑賞
することができて、演奏者の方々を始め関係者の方々が口をそろえてその態度の良さを褒めて
くださいました。ここでも湯梨浜中のいいスタートがきれたようです。本当にありがたく、嬉
しいことです。
【生徒会の執行部企画 「Time is Money」】
新執行部による初めての企画が来週の火曜日から始まります。生徒自ら学校をリードしてい

く活動にとても期待しています。その内容は ①図書委員会「8:20 には朝読書開始」 ②学習
委員会「２分前着席」 ③給食委員会「放送委員会の放送までに『いただきます』」 ④学級委
員会「それぞれの取り組みの集計・報告」 ⑤広報委員会「期間中のキャンペーンの宣伝・結
果の報告」です。生徒自らの手で学校づくりを着実に進めながら、さまざまな力を身につけて
いってほしいと思います。
【働く喜びとその大切さ】 ２年生職場体験学習
本日から４日間、２年生が町内の事業所へ職場体験学習に出かけています。「将来はどんな仕

事に就こうか？」と、進路に対する意識を高める上でとても重要な４日間だと考えています。
受け入れを担当してくださる方だけではなく、一人でも多くの方から「働く喜びとその大切さ」
を学んできてほしいと願っています。また、あいさつ・返事・時間を守ることなどの社会生活
で大切なことがきちんとできるかどうか、学校を離れた時に試されます。一人で活動する時に
こそ自分の「真の力」が見えてきます。地域の事業所の皆様、保護者の方々には大変お世話に
なりますが、どうぞよろしくお願いいたします。
【 メディアを遮断！ノーメディアウイーク 】

６月１６日～２２日までの取り組みとして、『テ
レビやゲーム、インターネットなどさまざまな電
気系メディアと距離を置き、家族の団らんを楽し
む、読書をする、学習に取り組む等、家族での過
ごし方について考えてみる一週間にしよう！』と
いう運動が展開されています。
近年の鳥取県教育委員会の調査によると、生徒

たちが「インターネットに接続できるものを持っ
ている」と答えた割合は平均８０％くらいで、全
体ではゲーム機の所有が一番多く、続いてタブレ
ット、パソコン、スマホ、ipadといった順のよう

です。また、「家庭でルールを決めているか」という項目に対して、「ある」と答えた保護者が
９割程度なのに対して、生徒は６割程度でした。「ルールをつくったつもり・話をしただけ」
という家庭が多いようです。つまり、インターネットができる環境にありながら、まだまだ無
防備な状態であるどころか状況が悪化しているようです。現実に本校でも「昼夜逆転の生活・
家庭学習の不足・正体不明の外部の人とのつながり」等で家族や生徒自身が大変苦しんでいる
現状もあり、トラブルや事件に遭う前に、先手先手で取り組む必要があります。
最近でも、「ネットに書いた悪口が仲間外し等のトラブルを生み、いじめに発展した」という

例や、「昨日までの親友が翌日から突然に無視」してきたり、「見られたくない大切な内容をブ
ログ等に投稿」されたりすることも少なくありません。親が気づいた時には相当深刻な状態と
いうことが多く、昔よく言われた「うちの子に限って・・」という言葉は、今のこの時代には
通用しません。被害者になるだけでなく、「知らないうちに加害者になっていた」ということも
あります。ほとんどの物は保護者が買い与えたものだと思いますが、本人が購入した物であっ
ても持たせた以上は、やはり保護者が責任を持って管理するべき大切なことと思います。
こういう機会をとおして、メディアとのつきあい方を家族みんなで考えて実行していくこと

が大切です。強調週間は終わっても、「本人任せで終わらせず」ぜひ携帯電話やスマホ、インタ
ーネット関連の正しい使用についての取り組みを継続させていきましょう。


